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コネクター・リレー・ケーブル 

電子部品 



電子工業製品分類 



電子部品種類 



テレビ・ＶＴＲ海外生産 



海外生産統計
２ 



調達の流れ 



電子部品メーカーの分業体制 



前回の復習 

おわり 



中小企業の国際化の事例をみる 

 

自動車部品産業 

本日のテーマ 



自動車メーカー関係図 



自動車メーカー 



自動車生産のしくみ 



自動車製造の下請分業 



自動車部品 

自動車部品 

 

エンジン部品：ピストン、気化器、燃料噴射装置、ラジエター 

 

電装・電子部品：始動発動器・充電発動器、配電器 

 

照明・計器類：前照灯、信号・標識灯、スピードメーター 

 

駆動・伝動・操縦装置部品：ハンドル、クラッチ、車輪 

 

懸架・制動装置部品：ショックアブソーバー、ブレーキ装置 

 

車体部品：プレス部品、シート、シャーシフレーム、内装品 

 

用品：ラジオ・ステレオ、冷・暖房装置 

 



自動車部品業界 



自動車生産が海外へ 



自動車部品産業のアジア展開をみる 

 

日本の完成車メーカーの海外生産： 
  １９９７年 海外生産台数 ６３２万台 

 北米 ２７３万台：アジア ２２４万台 

   １位米国 ２３７万台、第２位タイ ５１万台 

 

タイにおける部品メーカー 

テーマの概要 



車種別：１トン・ピックアップトラックが多い 

 自動車販売台数の５６．４％（１９９８年） 
 

 

 

上記車種の日本車のシェアは 
  ９０％前後（１９９１年以降）、 
 
乗用車は６８．７％（９５年）  

タイの自動車市場 



日本の完成車メーカー ８社 現地と合弁 
タイの１３社のうち１０社が日本との合弁 
 
生産台数に占める日本車のシェア 
          ９７．９％（１９９８年） 
 
日本企業がタイの自動車生産の担い手  

タイの日本メーカー 



部品メーカー： 
 １４０社がタイに生産拠点（９８年） 
完成車：    現地販売９８．３％ 

部品メーカー：現地向け販売８３％ 
完成車メーカーと部品メーカーとも 

               現地調達率：３０％ 
部品は輸入にたよっている。 

タイの部品メーカー 



１９７３年末 部品価格比率２５％義務化 

その後は部品メーカーに進出は少ない 

１９８４年末、５４％から６６％に。 

       部品メーカー３２社進出 

１９９０年代に、進出活発化、 

   ９４年から９７年にラッシュ、 

      ９６年３９件、毎年２０件以上 

背景： 
完成車メーカーの生産能力の拡充 

完成車メーカーへの価格・品質・納期競争力向上 

部品メーカーの進出１ 



三菱： 
１９９２年１トンピックアップトラックの生産 

日本から移管 

その工業団地に日本の部品メーカー１３社を誘致。 

 

１９９４年以降、「アジア戦略車」の投入 

 ホンダ：シティ：シビックベース乗用車１３００ＣＣ 

 トヨタ：ターセルベース乗用車１５００ＣＣ 

 日産：ワゴン、ピックアップトラック 

 三菱：デリカベース車 

 いすず：パンサーベース車 

      

部品メーカーの進出２ 



ホンダ：シティの生産 

２０社の部品メーカーがタイ進出 

シティは７０％の現地調達率 

 

トヨタ：ハイラックス生産 

１９９４年から９７年に部品メーカー２０社が進出 

ＡＩＣＯ（ＡＳＥＡＮ産業協力）スキーム利用 

部品メーカーの進出３ 



進出件数 

タイへの日本の部品メーカー進出件数
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進出の特徴 

部品の種類は多岐にわたる 

 

機能部品の進出が多い、 

    ブレーキ等、技術的に難しいもの 

様々な業種に裾野が広がる（成型、金型等） 
 

完成車メーカーのグローバル戦略に対応した 

     部品の生産体制の構築、 

 

タイ市場の開拓 

進出の特徴 



２次メーカーの進出 

１次部品メーカーに２次メーカーがついて行く。 

１次部品メーカーに部品供給。 

 

１）１次メーカーの要請で進出、 

現地にない高度な加工技術で、 

当初の取引先以外との多くの日系企業と 

取引獲得。 

２）これまでの販路を失うことから、 

  販路維持のための進出。 

  現地での分業体制を整えてきた。 

 

２次メーカーの進出 



タイ国内での完成車の販売競争が激化 

日系完成車メーカー： 
  部品メーカーへのコスト削減要請強化 

 

タイからの完成車輸出が増加 

 部品水準を「タイ国内レベル」から 

          「国際水準」へ高める。 

 部品メーカーに対する選別 

 

日本から生産を移管、日本向けの部品輸出を開始。 

タイ市場の変化 



トヨタのアジア現地調達 



ホンダのアジア現地調達 



タイ工場の生産分業 



ＡＳＥＡＮの相互補完 



日本電装のアジア展開図 

日本電装 



日本電装の現地法人 

日本電装 



ビデオ鑑賞 

ワールドビジネスサテライト 

アジア経済戦国時代５ 

 

 家電戦争アジアに賭ける  

テレビ東京：２００４年１月放送 

５回シリーズ 

アジア経済戦国時代５_三洋.mpg
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